
力
作

募
集
中

あ
て
先
…

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

  

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

  

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

 

☎

 

☎
7373
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7272
・
１
１
１
４

・
１
１
１
４

※
作
品
は
選
者
に
よ
り
添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
作
品
は
選
者
に
よ
り
添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

匝瑳
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寺
院
や
神
社
に
は
、
起
こ
り
や

沿
革
、
霊れ

い

験げ
ん

な
ど
の
言
い
伝
え
を

書
き
記
し
た
「
縁え

ん

起ぎ

書し
ょ

」
を
伝
蔵

す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

40
年
ほ
ど
前
に
拝
見
し
た
飯
倉

（
豊
栄
地
区
）・
千
手
院
の
縁
起
に

は
、
浅
間
大
神
と
「
母
と
子
」
の

伝
説
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

千
手
院
は
千
年
ほ
ど
前
、
千
手

観
音
を
本
尊
と
し
て
創
建
さ
れ
、

子
安
尊
に
は
次
の
よ
う
な
伝
説
が

あ
り
ま
す
。

　

国
道
１
２
６
号
沿
い
は
、
耕
地

整
理
さ
れ
る
ま
で
は
沼
が
あ
っ
て

小
舟
が
行
き
来
し
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

そ
の
昔
、
沼
を
干
拓
し
よ
う
と

し
た
千
葉
氏
が
あ
る
夜
、
夢
を
見

た
と
さ
れ
ま
す
。
千
手
院
の
観
音

様
と
共
に
女
の
子
を
抱
い
た
女
性

が
現
れ
、「（
千
葉
氏
が
干
拓
し
よ

う
と
す
る
地
は
）
私
た
ち
母
と
子

が
小
舟
に
乗
っ
て
い
て
亡
く
な
っ

た
所
だ
。
夫
は
千
葉
氏
に
よ
り
自

害
さ
せ
ら
れ
た
。
安

産
守
護
の
神
を
ま
つ

る
べ
き
だ
」
と
語
っ

た
と
い
い
ま
す
。
そ

こ
で
千
葉
氏
は
子
安

大
明
神
を
ま
つ
り
、

そ
の
場
所
を
「
母

子
」
と
名
付
け
た
の

で
干
拓
が
成
功
し
た

と
伝
わ
り
ま
す
。

　

母
子
（
横
芝
光

町
）
の
地
名
と
子
安

大
明
神
の
由
緒
が
伝

説
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
縁
起
が
作
ら

れ
た
背
景
を
想
像
を

膨
ら
ま
せ
て
考
え
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

縁
起
書
は
１
９
２
６
（
大
正

15
）
年
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

同
寺
は
１
８
５
２
（
嘉
永
５
）
年

に
火
災
に
遭
い
、
同
７
年
再
建
し

て
い
ま
す
。
こ
の
費
用
を
広
く
集

め
る
た
め
、
千
手
院
住
職
が
当
時

管
理
し
て
い
た
母
子
の
子
安
大
明

神
の
御
利
益
を
生
か
す
よ
う
縁
起

を
ま
と
め
、
そ
れ
に
明
治
以
降
の

変
化
を
加
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
、
１
７
５
０
年
ご
ろ

か
ら
三
十
数
年
に
わ
た
り
、
こ
の

神
社
が
村
境
に
所
在
す
る
こ
と
か

ら
母
子
村
と
飯
倉
村
と
で
争
い
が

続
き
、
難
産
の
者
も
出
て
困
っ
た

そ
う
で
す
。
争
論
中
の
あ
る
夜
、

境
内
の
全
て
の
松
が
飯
倉
村
の
方

向
に
傾
い
た
の
で
、
領
主
は
子
安

尊
を
飯
倉
・
千
手
院
に
ま
つ
る
よ

う
裁
定
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

母
子
の
子
安
様
は
、
明
治
初
年

の
神
仏
分
離
で
千
手
院
か
ら
離

れ
、「
浅
間
大
神
」
と
し
て
改
称
さ

れ
ま
し
た
。「
千
葉
県
宗
教
法
人

名
簿
」
に
は
、
所
在
地
が
「
母
子

飯
倉
入い

り

会あ
い

１
番
地
」
と
記
載
さ
れ
、

江
戸
時
代
か
ら
の
名
残
を
と
ど
め

て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
73
・
０
０
８
０

母
と
子
の
伝
説

飯
倉
を
歩
く

総
門
の
修
築
成
れ
り
鳥
渡
る

総
門
の
修
築
成
れ
り
鳥
渡
る  

若
潮
町　
　

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

　

光
瀨
甲
江
子

秋
霖
の
中
を
黄
帽
子
見
え
隠
れ

秋
霖
の
中
を
黄
帽
子
見
え
隠
れ  

八
日
市
場
ロ　

八
日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

髙
安
せ
い
子

溢
れ
し
む
父
の
忌
庭
の
野
紺
菊

溢
れ
し
む
父
の
忌
庭
の
野
紺
菊  

内　

山　
　
　

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

椿　
　

和
枝

雨
の
富
士
か
す
む
裾
野
や
梨
畑

雨
の
富
士
か
す
む
裾
野
や
梨
畑  

横
須
賀　
　
　

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

岩
井　

や
す

夕
風
に
奥
へ
奥
へ
と
杜
鵑
草

夕
風
に
奥
へ
奥
へ
と
杜
鵑
草  

八
日
市
場
イ　

八
日
市
場
イ　

椎
名　

晴
江

椎
名　

晴
江

い
つ
ま
で
も
夕
日
離
さ
ず
烏
瓜

い
つ
ま
で
も
夕
日
離
さ
ず
烏
瓜  

片　

子　
　
　

片　

子　
　
　

那
須　

恒
雄

那
須　

恒
雄

今
日
と
明
日
妻
の
留
守
な
り
新
酒
買
ふ

今
日
と
明
日
妻
の
留
守
な
り
新
酒
買
ふ  

八
日
市
場
イ

八
日
市
場
イ  

椎
名　

貴
寿

椎
名　

貴
寿

薄
さ
に
も
軽
さ
に
も
馴
れ
夏
蒲
団

薄
さ
に
も
軽
さ
に
も
馴
れ
夏
蒲
団  

今　

泉　
　
　

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

野
仲　

妙
子

立
ち
つ
く
す
た
だ
立
ち
つ
く
す
夏
落
暉

立
ち
つ
く
す
た
だ
立
ち
つ
く
す
夏
落
暉  

栢　

田　
　
　

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

石
田　
　

健

露
時
雨
あ
た
ら

露
時
雨
あ
た
ら
一一い

ち
い
ち

人人に
ん
に
ん

の
葬
終
る

の
葬
終
る  

新　

堀　
　
　

新　

堀　
　
　

沖　
　

舟
二

沖　
　

舟
二

風
鈴
を
仕
舞
い
忘
れ
た
軒
の
下

風
鈴
を
仕
舞
い
忘
れ
た
軒
の
下  

横
須
賀　
　
　

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

鈴
木　

春
子

秋
風
に
運
動
会
の
声
弾
け

秋
風
に
運
動
会
の
声
弾
け  

木　

積

木　

積  

佐
久
間
美
智
子

佐
久
間
美
智
子

運
動
会
孫
と
組
む
爺
腰
が
伸
び

運
動
会
孫
と
組
む
爺
腰
が
伸
び  

飯　

塚　
　
　

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

鈴
木
ツ
ネ
子

サ
ン
マ
焼
く
香
り
の
風
に
唾
を
飲
み

サ
ン
マ
焼
く
香
り
の
風
に
唾
を
飲
み  

飯　

高　
　
　

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

林　

サ
ダ
子

夏
痩
せ
を
メ
タ
ボ
が
誘
う
秋
の
風

夏
痩
せ
を
メ
タ
ボ
が
誘
う
秋
の
風  

八
日
市
場
ホ　

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

大
木
波
津
恵

戻
さ
れ
た
指
輪
が
悲
し
秋
の
風

戻
さ
れ
た
指
輪
が
悲
し
秋
の
風  

堀　

川

堀　

川  

勝
又　

康
之

勝
又　

康
之

か
ま
き
り
が
腹
膨
ら
ま
し
冬
支
度

か
ま
き
り
が
腹
膨
ら
ま
し
冬
支
度  

東
小
笹　
　
　

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

江
波
戸
京
子

父
母
が
介
護
の
中
で
ダ
イ
ヤ
婚

父
母
が
介
護
の
中
で
ダ
イ
ヤ
婚  

飯　

高

飯　

高  

松
野　

敏
昭

松
野　

敏
昭

何
よ
り
も
身
体
だ
い
じ
の
日
日
送
る

何
よ
り
も
身
体
だ
い
じ
の
日
日
送
る  

川　

辺　
　
　

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

及
川　

利
道

川　

柳

川　

柳  

鈴
木
鈴
木  

十
世
志

十
世
志  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

豊栄地区飯倉にある千手院。その縁起には
母と子の伝説が書かれている

  広報そうさ H 29. 11. 117


